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編集後記 

▶大学の教員を長く勤めていると，論文は英語で書かなければならない，しかもインパクト・ファクタ

ーが少しでも高い雑誌に投稿したいという気持ちが強くなりがちである．もちろん，この動機自体は

間違っていない．しかし，その研究成果が社会，すなわち国内の臨床にどれほど役立つかという点にお

いては，必ずしも一致するとは限らないだろう．さまざまな IT 環境の進化により英語論文の翻訳が容

易になった現代においても，将来の患者の評価や治療に資する論文は，日本語で読めることに越した

ことはない．このような観点に立って，あらためて学術誌『作業療法』，そしてそこに掲載される論文

に触れるたびに，その存在価値と有益性に深く感嘆する次第である．（S・N）                                 

 

▶作業療法士には 3 つの役割が託されていると感じている．それはいわゆる作業療法の臨床・教育そし

て研究である．作業療法研究は，作業療法士に託されている 3 つの役割のひとつであり，本誌には作

業療法による臨床実践や作業療法士教育の研究が十分に含まれているなら，とても読みごたえがある

だろう．また臨床実践の過程を丁寧に記した実践報告も大いに参考となる研究と考えている．そして

作業療法の介入の糸口を幅広くとらえる調査研究も大変魅力的である．さて，本号を概観すると作業

療法の臨床実践と作業療法士教育のコラボレーションを含む論文がいくつか掲載されている．また，

様々な事例に対する介入や評価における創意工夫の計画された実践報告がある．さらに，生活者の行

動や思いを幅広く取り上げる横断研究が見受けられる．新しい年を迎え，読者にとって本号が，さらに

作業療法士の 3 つの役割に磨きをかける良い機会につなげられる糸口となれば，とても嬉しいと感じ

ている．（T・S） 


